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学術情報センター   

学術情報センターで開発中のオンラインジャーナル編集・出版システムのうち，出版システム  

の各機能について報告する．学術情報センターが運用してオンライン出版に用いる本システムは，  

強力な検索能力を持ち，多様な購読支援機能を掟僕する．本稿では，購読者の観点からの全文検  

索機能を中心とした購読支授機能，学協会の観点からの利用者管理，ジャーナル管理，学会活動  

支援機能について紹介する．全文検索機能では，検索語の出現する論理構造により適合度の重み  

を変える細かいランキング検索条件の指定が可能である．管理機能では，証明書を用いてユーザ  

を識別し，公開スケジュールや公開ポリシー等の詳細な指定を可能にしている．  
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1． はじめに   

学術情報センターでは1989年より学術論  

文の全文データベースの情報検索サービス［2】  

を行ってきた．また，1997年からは学術雑  

誌の電子図書館サービス［3】を行っている．こ  

れらのサービスでは，各学協会が印刷に使用し  

た写植機用データを変換したり，印刷物を画像  

入力したりしてサービス用のデータを作成して  

いるため，サービスの高度化・迅速化には限界  

がある．このため，各学協会の編集・出版業務  

の電子化の進展に相応して，より緊密な連携を  

進めることが重要である．   

一方，学協会側からも，雑誌の出版のコス  

ト増大，購読者の減少，世界的なオンライン  

ジャーナル化（例えば【5】を参照）への対応な  

どのために，何らかの政策的支援を求める声が  

強くなってきた．さらに，欧文誌においては，  

雑誌の編集自体まで海外の出版社に依存しよう  

という例も出てきており，国内の研究活動の空  

洞化を心配する声も聞かれるようになってきた．   

そこで、学術情報センターでは現在，「オン  

ラインジャーナル編集・出版システム開発・構  

築事業」を推進している．本事業は1998年  

度より，4年間程度のプロジェクトとして，学  

技術振興事業団（JST）の協力の下に開発と構  

築に当たっている．「オンラインジャー ナル編  

集・出版システム」（［6】）は，ジャーナル原稿の  

投稿受け付けから査読過程を経てレイアウト済  

み電子原稿へと至る「オンラインジャーナル編  

集システム」（［7，4］と，インターネットを通じ  

て論文誌講読者に文書提供を行なう「オンライ  

ンジャーナル出版システム」の二つのサブシス  

テムから構成される．なお，本プロジェクトの  

最新の状況については，研究開発のページ［1】  

に公開しているので，興味のある方はご覧いた  

だきたい．   

本稿では，本プロジェクトの学術情報セン  

ター担当の部分のうち，「オンラインジャーナル  

出版システム」について記述する．以下，第2  

節では「オンラインジャーナル出版システム」  

の概要について記述する．本システムの機能の  

うち，管理者機能を第3節で，利用者機能を第  

4節で記述する．第5節はまとめと今後の課題  

である．  
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」 引用リンクl l システム1  
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図1システム構成   

2．全体構成   

本システムは，認証システム，文書提供シス  

テムにより構成され，JSTの外部引用リンク  

サーバとのインタフェースを持つ．   

上記システムおよび編集システム［7，4】との  

関連を図1に示す．   

引用，被引用文献の書誌情報等にオンライン  

でアクセスするための引用リンクナビゲーショ  

ン機能について，JSTで提供している文献情報  

データーベー スとのインタフェースも併用可能  

になっている．   

編集システムは各学協会で運用されるのに対  

し，出版システムは学術情報センターに於て原  

則24時間適用を行う．   

電子図書館と比較した本システムの位置づけ  

学術情報センターでは，既に電子図書館サービ  

スを行っている削が，本システムは，その各  

性質に関して以下のような差異を持つ．   

収録対象電子図書館は網羅性を求めるのに対  

し，本システムは学会の主体性に任せてい  

る．   

公開期間電子図書館では保存性を確保するた  

め，原則一度システムに登録されたコンテ  

ンツは削除されないが，本システムでは期   

間を限定したジャーナル管理機能により，   

公開期間に制限を設ける事ができる．   

利用者の範囲電子図書館システムでは，一定  

の資格を満たすユーザはどのコンテンツに  

も平等にアクセス可能であるが，本システ  
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ムではジャーナル毎に購読資格を設定する   

ことができ，学会の方針に従って全文閲覧   

の許可を切り替える等の制御が可能になっ  

ている．  

本システムに登録されたコンテンツは，一定  

期間を経た後もしくはただちに電子図書館シス  

テムに登録することが可能なように設計されて  

いるため，上記三性質を満たす電子図書館シス  

テムと補完的な関係になっている．   

システム構成 本システムは，ハードウェアと  

してメインサーバにEnterprise6500，認証サー  

バにEnterprise4500を使用している．Internet  

へのインタフェースはメインサーバのみが持ち、  

認証サーバはセキ ュリティを勘案して直接外部  

と接続されないようにしている．   

また，サーバ側ソフトウェア構成としては全  

文検索にOpenText，引用リンクデータベース  

やユーザ管理データベいスにOracle，認証サー  

バにも商用システムを利用している．   

クライアントについては，学協会からの論  

文データの登録には専用ソフトウェアを用いる  

が，それ以外は全てWEBブラウザを用いた特  

別なプラグインを必要としないインタフェース  

で実現している．   

セキュリティへの対策として，ユーザ証明書  

でユーザを識別する他，学協会がジャーナル  

データを登録する際のデータのSSL通信によ  

るデータ保護に転送用証明書，文書提供システ  

ムサーバの同定のために認証局証明書を用いて  

いる．   

3．サービス機能   

この節ではオンライン出版システムが有する  

機能のうち主に利用者を支援するための機能で  

ある，解読機能と購読支援機能の二つの機能に  

ついて説明する．購読機能とは利用者の論文閲  

覧を支援する機能であり，利用者が購読してい  

る論文誌に採録されている所望の論文を検索し  

閲覧する際に，   

i）巻，号などを指定する閲覧樺能と，  

ii）論文中の各構造内に出現する単語を指定す  

る全文検索機能  

の二つに分類される．   

また，購読支援機能とは利用者の論文誌購読  

を支援する機能であり，  

iii）利用者の閲覧履歴を保持するヒストリ機能，  

iv）利用者が所望の論文へのリンクを保持する   

ブックマーク機能，  

Ⅴ）利用者に対して興味ある新着文献を知らせ   

る新着情報通知機能，   

vi）論文中の引用文献を検索できる引用リンク   

機能   

などがある．   

以下，これらの機能のうち本システムの特徴  

の一つである全文検索機能について説明する．   

3．1 全文検索機能   

本システムの全文検索機能による検索は，絞  

り込み検索条件とランキング検索条件の二つの  

条件を組み合わせて用いる．これら二つの異な  

る条件記述を組み合わせることで，柔軟な検索  

が可能となる．図2は，本システムにおける全  

文検索機能の画面である．   

3．1．1 絞り込み検索条件   

絞り込み検索条件では，以下の指定された条  

件を滴す論文の集合を特定する．  

0 ジャーナルの選択   

購読ジャーナルのうち検索村象とするもの  

を選択する．  

0本文言語の選択   

検索対象論文の本文を記述している言語を  

選択する．  

0ジャーナルの刊行年の指定   

開始～終了で範囲指定する．  

●論文種別を選択   

検索村象論文の種別を，研究論文，速報論   

文，サーベイ論文か，査読あり／査読なし  

かで選択する．  

●検索語の指定   

検索対象論文中の論理棉造内に出現する検   

索語を指定する．  
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図2 全文検索機能の画面例  

3．1．2 ランキング検索条件   

ランキング検索条件では，検索語のTF／IDF  

に基づく関連度を計算し，絞り込み検索条件を  

満す論文集合をランク付けする．このランキン  

グ順序は，適合度順，刊行順，新刊順，ジャー  

ナル名順の中から選択できる．また，論理構造  

内に出現する検索語を指定する際，   

○ シソーラスとして複数の単語をスペースで  

区切って指定することができる．   

。必須条件をチェックすることで，ランキン  

グ対象の文献集合を更に練り込むことがで  

きる．  

例えば，図2のランキング条件の例では，以下  

のような関連度に基づいてランキング表示する．  

（1）論文梗概に“情報検索”または“Informa－   

tionRetieval”が出現する文献集合に，ラ  

ンキング対象の文献集合を絞り，   

（2）論文タイトルに出現する“情報検索”また   

は“InformationRetieval”のTF／IDFに  

基づく重み付けに   

（3）論文の本文中に出現する“LSI”または   

‘くLatent SemanticIndexing”のTF／IDF  

の重み付けを足し合わせた関連度．   

このランキング条件は，「情報検索に関する論  

文で，LSIについても述べている論文」を検索  

する際に有効に働くものと考える．   

4．管理機能   

学協会は，本システムを用いることにより，  

会員に向けて迅速に論文等のコンテンツを提供  

し，コンテンツに関して著者や会員の議論を助  

けることが出来る．本節では，文書提供システ  
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ムを通してこのような学協会活動を支接する機  

能を紹介する．これらの機能には，利用者を識  

別する利用者管理機能，ネットワークを通して  

学協会から文書データを受理し利用者に応じて  

選択的に購読サービスを提供するための原稿管  

理機能，オンラインフォーラムを通して著者や  

会員同士の議論を支援する等の学協会活動支援  

機能が含まれる．   

4．1 利用者管理機能   

本システムは証明書の発行機能を提供する．  

購読者は，証明書を取得することにより，オン  
ラインで購読申請をすることが可能である．証  

明書により購読者の識別が可能になり，購読資  

格，購読期限等を管理する．証明書による通信  

は40ビットSSLVer．3で保護される．   

新規利用者からの申請内容を本システムの管  

理者が承認すれば，本システムから利用者宛に  

証明書のIDとダウンロードUR上が電子メー  

ルで通知され，利周者ほその証明書をWEBの  

ブラウザに取込むことにより購読者としての  

サービスを受けることが可能になる．   

購読者は一時購読者，本購読者，およびその  

他の購読者に分類される．   

購読申請をする前は，購読者は各ジャーナル  

に関してその他の購読者となる．購読申請を行  

うと，（各学協会の）ジャーナル管理者が購読資  

格を確認し，購読を許可するまで一時購読者と  

なる．ジャーナル管理者が購読申請を受理すれ  

ば本購読者となる．システム側では，発行した  

証明書の検索や有効期限の設定等の管理機能を  

有する（図3）．  

4．2 原稿管理機能   

学協会から登録されるコンテンツの登録，蓄  

積，管理のための機能である．論文データは  

ⅩMLおよびPDFの形式で書誌情報と共に本  

システムに登録される．学協会はジャーナルの  

号毎に，公開開始，終了日を指定することが  

可能になっている．電子図書館システムへの登  

録をするかどうかの選択も可能である．   

また，公開ポリシー として，一時購読者，本  

稿読者，購読申請をしていない他の購読者の各  

ユーザカテゴリに村して，それぞれ書誌情報の  

閲覧，本文の閲覧，書誌情報に対する検索，お  

図3 ユーザ証明書の発行確認  

よび本文に対する全文検索の可否を指定する．   

この機能により，購読申請をしなくても書誌  

情報の検索等のサービスを受けることが出来る  

ようにしたり，一時購読者に対しても閲覧を許  

可したりすることが出来，コンテンツの迅速な  

提供を可能にしている．   

4．3 学会活動支援機能  

4．3．1 投稿受付機能   

本システムは，学協会インハウスシステムの  

専用クライアントからの最終論文データのアッ  

プロード以外に，仮受付の窓口として，著者か  

らの電子投稿を受付ける機能を備えており，こ  

れにより，編集システムを補い，学協会のイン  

ハウスシステムがダイアルアップ接続になって  

いる場合や営業時間外の受付が可能になってい  

る．この際，ジャーナル毎の投稿要領等のガイ  

ダンスを表示する機能も提供している．学協会  

に対しては投稿された論文の一括ダウンロード  

機能を提供する．   

4．3．2 オンラインフォーラム   

著者を含む購読者による論文についての意見  

交換や，著者自身の追加情報掲載等を可能にす  

るために，電子掲示板の機能が提供される．文  

字の書き込みの他，画像の掲示も可能である．  

購読者の種別による投稿／閲覧の可否等を指定  
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【3］学術情報センター電子図書館サービス．   
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ジャーナル編集用文書処理システムの構築．   

情報処理学会研究報告，Vol．99－DD－19，PP．   

33－40，J111y1999．  

図4 ジャーナル毎のポリシー設定  

するアクセス制御機能を持つ．   

5．まとめと今後の課題   

本稿では，学術情報センターで研究開発され  

た，学術文献を電子的に公開するための，オン  

ライン出版システムについて記述した．このシ  

ステムが広く使われ，全文検索のためのテスト  

ベッドの提供へと発展することを期待する．   

今後の課題として以下の点が挙げられる．  

●全文検索機能におけるランキング検索条件  

の妥当性の確認  

●引用リンク自動航行機能の追加  

●著者による引用文献作成機能の追加  

●著者による過去の論文の訂正機能   
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［2］学術情報センター情報検索サービス・   

http：／／WWW・naCSis・aC・jp／ir／ir－j・html・  
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